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要約 ・肥満と 2 型糖尿病は、重度の COVID-19 の 2 つの顕著な危険因

子。 

・飽和脂肪、糖質、精製炭水化物を多く含む食事（西洋食）の消費

率が高いとは、COVID-19 のリスクが更に増幅する(米国など先進

国でリスク要因が多い原因として考えられている。肥満・2 型糖尿

病の有病率にも寄与)。 

・また、適応免疫システムにおける T および B リンパ球の機能を

阻害し、適応免疫を損なう・回復の長期化をもたらす可能性があ

る。 

・健康食品へのアクセスが最優先で、COVID-19 に対する感受性

と長期的な合併症を軽減し、健康的な食習慣に留意する必要がある

(食物繊維、穀物、不飽和脂肪、抗酸化剤を大量に摂取して免疫機

能を高める)。COVID-19からの回復・悪化を予防。 

 

最も注目するポイント 

理学療法にどのように役立つか？ 

・COVID-19 の重度化のリスク面の軽減の必要を知ることができ

る。 

また、予防理学療法として地域健常高齢者への指導や介入にてリス

ク軽減を図れる可能性がある。 
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